
新
し
き
日
、
カ
ラ
タ
チ
の
木
を
伐 き

れ
な
い
理
由

わ

け 

～
鴻
中
創
設
に
あ
た
っ
た
町
の
方
々
の
熱
意
と 

山
田
耕
筰
の
人
生
に
思
い
を
馳
せ
る
～ 

   (1)                              鴻巣市立鴻巣中学校 学校だより                           あ                                                                                                 
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１
月
の
予
定 

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
入
学
許
可
候
補
者
発
表
日 

３
年
三
者
面
談 

木
③
④
⑤
⑥
①
②
の
授
業
順 

１
年
振
替
休
業
日 

２
年
校
外
学
習 

３
年
三
者
面
談 

１
年
ス
キ
ー
林
間
（
３
日
目 

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
） 

３
年
三
者
面
談 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
県
公
立
高
校
出
願
期
間
（

2
／

10 

12
：

00
ま
で
） 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
追
試
験
日 

１
年
ス
キ
ー
林
間
（
２
日
目 

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
） 

１
年
ス
キ
ー
林
間
（
１
日
目 

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
） 

 

第
３
回
進
路
指
導
委
員
会
（
３
年
午
後
授
業
カ
ッ
ト
） 

金
③
④
⑤
⑥
①
②
の
授
業
順 

私
立
高
校
入
試
集
中
日 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
選
考
日 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
選
考
日  

コ
ラ
ム
視
写

（２）   

フ
ッ
化
物
洗
口 

コ
ラ
ム
視
写
（１） 

思
い
や
り
ア
ン
ケ
ー
ト 

   

コ
ラ
ム
視
写
（２） 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
志
願
先
変
更
期
間 

コ
ラ
ム
視
写

（１） 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
志
願
先
変
更
期
間 

フ
ッ
化
物
洗
口 

⑥
避
難
訓
練 

各
種
委
員
会 

委
員
会
日
課 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
入
学
願
書
受
付 

 

成
人
の
日 

  

３
年
南
部
テ
ス
ト 

月
曜
日
課 

月
①
②
③
④
⑤
⑥
学
活 

給
食
開
始 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
高
等
部
・
分
校
入
学
願
書
受
付
開
始 

始
業
式 

冬
季
休
業
日 

冬
季
休
業
日 

冬
季
休
業
日 

３
年
私
立
高
校
調
査
書
受
渡
日 

学
校
閉
庁
日 

年
末
・
年
始
休
業
日 

年
末
・
年
始
休
業
日 

元
旦 

年
末
・
年
始
休
業
日 

お知らせ 

教材費など

の自動引き

落とし日は 

1月13日(火)

です。 

（1，2年生のみ） 

 
 

１２月１２日(金)本校体育館において、「思春 

期防煙・薬物乱用防止教室」が開催されました。 

講師として薬剤師の小川 啓太郎 氏をお招きし、 

演題「薬剤師がおススメしないヤクブツの話」 

でご講演いただきました。「たばこ等の薬物がも 

つ常習性」「人体への影響や危険性」「合法ドラッグは違法ドラッグ」 

「喫煙の誘いの断り方」等、中学生の心に深く刻まれる内容でした。 

１２月１１日（木）～１７日（水）の期間、３年生は鴻巣保 

育所で保育実習を行いました。実習当日、中学生が家庭科の授 

業で自作した「おもちゃ」を持参しました。「ビー玉転がし」 

「輪投げ」「もぐらたたき」等、１歳から５歳の年齢に対応し 

たおもちゃで、幼児が取り合いになるほどの人気でした。幼児 

達が「おにいさん、おねえさん 大好き」と言って屈託のない 

笑顔で懐いてくれたことに中学生もとても嬉しそうでした。 

 

（
印
刷
）
工
場
で
働
き
な
が
ら
夜
学
で
学
ん
で
い
ま

す
。
工
場
で
つ
ら
い
目
に
遭
う
と
、
カ
ラ
タ
チ
の
垣
根

ま
で
逃
げ
出
し
て
泣
い
た
そ
う
で
す
。 

今
の
中
学
生
は
、
小
５
時
に
詩
「
か
ら
た
ち
の
花
」

を
国
語
の
時
間
で
学
習
し
て
い
ま
す
。
詩
の
中
の
「
か

ら
た
ち
の
と
げ
は
い
た
い
よ
。
青
い
青
い
針
の
と
げ
だ

よ
。
」
「
か
ら
た
ち
の
そ
ば
で
泣
い
た
よ
。
み
ん
な
み
ん

な
や
さ
し
か
っ
た
よ
。
」
の
意
味
。
そ
し
て
、
詩
の
冒

頭
「
か
ら
た
ち
の
花
が
咲
い
た
よ
。
白
い
白
い
花
が
咲

い
た
よ
。
」
を
最
後
も
繰
り
返
し
て
い
る
意
味
を
、
鴻

中
生
に
は
日
々
の
中
学
校
生
活
を
通
し
て
深
く
考
え
、

前
向
き
な
答
え
を
出
し
て
、
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
ほ

し
い
と
願
う
元
旦
で
す
。 

 

鴻
中
だ
よ
り 

 

業
記
念
品
を
守
る
か
の
よ
う
に
鴻
巣

中
を
知
り
尽
く
す
木
々
た
ち
が
群
生

し
て
い
ま
す
。 

 

本
校
に
は
、
「
校
木
（
学
校
の

木
）
」
と
言
わ
れ
る
木
が
３
つ
あ
り
ま

す
。
開
校
当
初
か
ら
校
庭
で
躍
動
す

る
鴻
中
生
を
見
守
り
続
け
て
い
る

「
モ
ミ
ジ
の
木
」
、
保
健
室
前
に
立
つ

「
雌
雄
の
銀
木
犀
」
、
そ
し
て
、
駐
車

場
拡
張
と
危
険
防
止
の
た
め
、
歴
代

校
長
に
何
度
も
狙
わ
れ
て
き
た
「
カ

ラ
タ
チ
の
木
」
で
す
。 

 

５
㎝
は
あ
る
鋭
い
ト
ゲ
と
ポ
ト
リ

ポ
ト
リ
と
落
ち
る
黄
色
い
実
で
悩
ま

せ
る
「
カ
ラ
タ
チ
の
木
」
を
伐
っ
て

し
ま
え
ば
、
車
一
台
分
は
安
全
に
確

保
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
「
カ
ラ
タ
チ

の
木
」
の
歴
史
を
知
る
と
伐
る
こ
と

は
で
き
な
く
な
る
の
で
す
。 

 

カ
ラ
タ
チ
の
木
は
、
そ
の
鋭
い
ト

ゲ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
犯
目
的
で

生
け
垣
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
特
に
北
関
東
で
は
畑
の

境
目
に
よ
く
植
え
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
昔
は
、
建
物
も
少
な
く
強
い

風
が
吹
く
と
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

が
自
分
の
家
の
畑
か
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
目
印

と
し
て
、
人
が
あ
ま
り
近
寄
ら
な
い

  

令和８年 

１月８日 

第９号 
発行 

鴻巣市立鴻巣中学校 

校長 服部幸司 

電048-541-0272 

〠365-0039 

埼玉県鴻巣市東2-4-62 

https://konosu-j-
konosu.edumap.jp 

カ
ラ
タ
チ
の
木
が
植
え
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
本
校
も
、
昔
は
畑

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
面
の

畑
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
当
時
の
鴻
巣

地
域
の
方
々
の
熱
意
と
努
力
で
、
校

舎
・
校
庭
が
整
備
さ
れ
て
き
た
の
で

す
。 

 

さ
ら
に
、
カ
ラ
タ
チ
の
木
は
、
本

校
の
宝
で
あ
る
校
歌
を
作
曲
し
た
山

田
耕
筰
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

「
か
ら
た
ち
の
花
」
は
、
北
原
白
秋

作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲
に
よ
る
文
部

省
唱
歌
で
す
が
、
少
年
山
田
耕
筰
の

つ
ら
い
体
験
を
知
っ
た
北
原
白
秋

が
、
そ
の
耕
筰
の
思
い
出
を
も
と
に

作
っ
た
詩
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
確

か
に
、
耕
筰
は
１
０
歳
の
時
に
実
父

を
亡
く
し
、
養
子
に
出
さ
れ
、
活
版

 

本
校
の
正
門
側
駐
車
場
は
決
し
て

広
く
あ
り
ま
せ
ん
。
来
客
の
皆
様
が

駐
め
る
場
所
を
確
保
す
る
の
は
、
な

か
な
か
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
も
生
き
る
「
歴
史
あ
る
木
々
」
に

手
を
掛
け
れ
ば
、
解
決
に
向
か
う
の

で
す
が
、
お
そ
ら
く
歴
代
校
長
も
頭

を
悩
ま
せ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

本
校
正
門
で
は
、
「
マ
キ
の
木
」
と

「
ツ
バ
キ
の
木
」
が
左
右
に
構
え
、

正
面
に
は
「
五
葉
松
」
が
堂
々
と
迎

え
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
五
葉
松
の
前

に
は
、
「
校
歌
の
記
念
碑
」
「
少
年
の

像
」
「
鴻
巣
中
学
校
位
置
（
東
経
・
北

緯
・
標
高
）
を
表
す
石
碑
」
等
の
卒

校
長 

服
部
幸
司 



 

(2)                            学校教育目標 たくましく たのもしい 鴻中生徒                       あ                                                                                                 
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２
月
の
予
定 

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 

 

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
実
技
検
査
・
面
接
（
一
部
の
学
校
） 

１
・
２
年
学
年
末
テ
ス
ト
２
日
目 

④
表
彰
集
会 

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
学
力
検
査 

１
・
２
年
学
年
末
テ
ス
ト
１
日
目 

フ
ッ
化
物
洗
口 

思
い
や
り
ア
ン
ケ
ー
ト 

天
皇
誕
生
日 

   

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
志
願
先
変
更
期
間
（
16
：

00
ま
で
） 

生
徒
評
議
会 

委
員
会
日
課 

テ
ス
ト
前
部
休
（
２
／
２６
ま
で
） 

                                       

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
志
願
先
変
更
期
間 

コ
ラ
ム
視
写 

フ
ッ
化
物
洗
口 

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
入
学
願
書
・
調
査
書
・
学
習
の
記
録
等
一
覧
表 

窓
口
提
出
期
間
（
持
参
の
場
合 

12
：

00
ま
で
） 

登
校
指
導 

コ
ラ
ム
視
写 

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
入
学
願
書
・
調
査
書
・
学
習
の
記
録
等
一
覧
表 

窓
口
提
出
期
間
（
持
参
の
場
合
） 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部
入
学
許
可
候
補
者
発
表
日 

  

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
入
学
願
書
・
調
査
書
・
学
習
の
記
録
等
一
覧
表 

配
達
指
定
日
（
郵
送
の
場
合
） 

な
か
よ
し
作
品
展
搬
出 

各
種
委
員
会 

委
員
会
日
課  

な
か
よ
し
作
品
展  

３
年
学
年
末
テ
ス
ト
２
日
目
（
３
年
午
後
カ
ッ
ト
） 

建
国
記
念
の
日 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
県
公
立
高
等
学
校
出
願
締
切
（
12
：
00
ま
で
） 

な
か
よ
し
作
品
展
準
備
搬
入 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
入
学
相
談
・
選
考
日   

３
年
学
年
末
テ
ス
ト
１
日
目
（
３
年
⑥
カ
ッ
ト
） 

   

新
入
生
保
護
者
説
明
会 

 

学
校
運
営
協
議
会 

ア
ル
ミ
缶
回
収
デ
ー    

フ
ッ
化
物
洗
口 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部
願
書
受
付 

全
校
朝
会 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部
願
書
受
付 

 

なかよし作品展 

日時：2月12日(木) 

場所：クレアこうのす 

鴻巣市立小中学校の 

特別支援学級児童生徒

の作品を展示。 

教えて! 

吉永教子先生 

（２学年主任） 

令和９年度から埼玉県公立高校入学者選抜（公立高校入

試）が大きく変わります。ここでは、大きく変わる点をま

とめ、話します。 

１. 入試方式が「２本立て」になります 

これまでの「学力検査＋調査書中心」の形から、今後は 

・共通選抜（学力検査＋調査書＋面接） 

・特色選抜（学校ごとの特色を活かした方式／学力検査 

＋調査書＋面接＋実技など） 

という２種類に分かれます。 

２. すべての高校で面接が必須になります 

これまでは一部の高校だけでしたが、令和９年度からは

全ての高校で面接が行われます。 

生徒一人一人の考えや人柄を見てもらえる大切な場が設

けられます。自己表現力を身に付け、自分のことを自分の

言葉で話せる力を付けたいです。 

面接では、自分の考えや思いを伝えることはもちろんで

すが、立ち居振る舞いを含め一挙手一投足の全てを見られ

ます。日ごろから、行動に気を付けたいです。 

３. 学力検査はマークシート方式へ 

５教科すべてでマークシート方式が約９割、記述が約１割に。 

国語の作文は出題しない。 

英語のリスニングは実施。 

学校選択問題（数・英） 

・マークシート＋記述の併用に（一般学力検査と同

様、マークが約９割）。 

・高度な思考力・表現は記述1割で引き続き評価。 

〇国語 

作文は出題しない。 

漢字の一部は書き取り→選択式に。 

文章表現の力は、設問全体を通じて評価。 

〇数学 

数値のマーク入力など、選択式ベースで思考・判断も問

う構成に。 

〇英語 

リスニング実施。並べ替えの特定位置（例：2番目・4番

目）を選ぶなどマーク式に最適化された設問例を提示。 

〇社会・理科 

複数資料の組み合わせなどで思考力・判断力を評価する

問題をマークでも維持。 

※県は「出題の基本方針は原則現行どおり（難易度も基本

維持）」としています。 

４. 自己評価資料の提出が必須になります 

受検生全員が、「自己 PR」や「頑張ったこと」をまとめ

た自己評価資料を記入して提出します。自己評価資料には

これまでの自分の体験や自己 PR、高校入学後に取り組み

たいことなどの項目が予定されています。勉強や部活動、

委員会活動、学校行事をはじめ、学校内外での活動や意欲

を伝えます。自己評価資料は面接を行うときの補助的資料

で、得点化されませんが、面接の参考資料となります。 

〔注意〕面接は得点化されます。 

５.調査書の書式や記載内容が大幅に変更になります。 

現在得点化されている特別活動の記録や総合的な学習

の時間の記録、出欠の記録、その他の項目等への記載が

なくなり、基本各教科の学習の記録(９教科５段階の評

定)と総合的な学習の時間の記録の記載になります。 

まとめ 

令和９年度（現２年生）からの 

変更点は、 

①入試方式の２本立て 

②全員面接実施 

③マークシート方式 

④自己評価資料の提出 

⑤調書の書式・記載内容の変更 

と、まさに大きな変更になります。 

長い時間をかけないと、身に付かない力もあります。

先のことを考えて、準備しましょう。 

１７年ぶり全校面接復活、変わる県公立高校入試！ 

～求められるのは、自分をデザインし、語る力！！～ 

 

2月3日 節分 

2月4日 立春 

3月13日(金) 

卒業式 

3月26日(木) 

修了式 

調査書サンプル 

 

 

自己評価資料サンプル 

 

問題サンプル（解答用紙の例） 

 

問題サンプル（国語の例） 

 

問題サンプル（数学の例） 

 

問題サンプル（英語の例） 

 


